
○趣旨
我が国の食品用器具及び容器包装の規制の在り方については、食品用器具及び容器包装の安全性を高める

ための具体的な仕組みを検討することを目的として、学識経験者、消費者、地方自治体、業界関係者等の幅
広い構成員からなる「食品用器具及び容器包装の規制に関する検討会」を平成28年８月から開催し、平成
29年６月16日に取りまとめが公表された。
本取りまとめにおいては、ポジティブリスト制度の導入等について提言されているが、制度を導入するに

当たっての技術的事項について更なる検討が必要とされている。そのため、技術的事項の検討を目的として、
「食品用器具及び容器包装の規制の在り方に関する技術検討会」を開催する。

○検討事項
（１）ポジティブリスト制度の対象範囲及び具体的な仕組み
（２）具体的なリスク管理の方法（ポジティブリストの作成方法、添加量・溶出量規制等）
（３）その他
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